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の
市
道
、
農
林
治
を
新

設
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
こ
れ
ら
市
道
な
ど
が
、
最

近
の
急
激
な
交
通
量
の
世
相
加
に
と
も

大
企

ムヲ

男

世帯数
面積

行

築

下宮

発
繍

お
日に

活

躍

な
い
、
入
手
に
よ
る
補
修
が
国
策
と

な
っ
た
た
め
、
低
開
発
事
業
の
一
環

と
し
て
、
グ
レ
ー
ダ
ー
を
購
入
し
た

も
の
で
す
。

引
き
渡
し
に
は
、
市
か
ら
丸
木
助

役
、
石
岡
総
務
、
青
白
開
発
の
両
部

長
ち
立
ち
会
い
、
回
ノ
口
の
市
道
で

さ
っ
そ
く
試
相
暗
転
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
性
能
の
よ
さ
「
街
係
者

一
岡
国
際
し
て
い
ま
し
た
。

ζ

の
グ
レ
ー
ダ
ー
は
一
台
で
、
一

日
数
十
人
か
ら
百
人
分
の
仕
事
を
受

け
符
つ
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
活
躍

1
1
dさ
れ
ま
す
。

い
申
告
や

民市
税県

-1:日
1Jl:: 
IH 
期
i思
は

月
ト
五
日

を



し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
絶
対
に

安
心
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
司

一
高
距
離
を
十
分
に
も
な
っ
え
で
周
一

一
閤
の
焚
通
事
情
に
広
E
た
安
全
な
速
度
一

車

一

訪

問

時

立

吟

に

心

が

け

る

一

一
二
輪
車
は
、
で
き
る
だ
け
運
一

、
警
や
襲
警
で
恋
仰
い
せ
つ
で
す
。
一
は
、
ブ
レ
ー
キ
凌
か
け
て
も
ス
D
ッ
プ
一
正

JE:

一

懇
〈
な
あ
た
め
、
ス
円
以
一
と
く
に
1

ブ
レ
ー
キ
、
ハ
ン
ド
ル
の
一
し
て
追
突
事
放
を
起
こ
し
ゃ
す
い
の
で
一
i
;
1
一

一

一

一

積

雪

や

凍

結

し

た

道

路

で

二

輪

車

を

一

譲
事
詮
て
喜
一
理
ウ
イ
ン
ド
ヲ
イ
パ
ー
な
E
に

興

一

撃

の

蓄

を

メ

ー

ト

ル

に

読

み

替

え

た

一

一

一

一

運

転

し

急

ブ

レ

ー

キ

を

か

け

る

と

、

一

党
僻
一
績
が
な
い
か
ど
っ
か
を
み
と
確
か
め
て
一
距
離
の
一
、
五
倍
(
毎
時
四
0
キ

ロ

の

一

一

一

一

一

ス

D
Yプ
し
て
転
倒
し
や
す
い
も
の
で
一

品

襲

安

う

ブ

事

故

ゃ

ぐ

だ

さ

い

。

一

き

は

ム

ハ

ヌ

ー

ト

ル

)

以

上

の

喜

一

「

。

一

議

奪

な

っ

て

塁

審

安

全

速

度

を

守

る

一

事

と

っ

て

運

転

し

て

く

だ

さ

い

。

F
j
E、

な
る
べ
く
二
一

撃
な
い
よ
う
、
皇
軍
事
警
窓
し
く
な
る
と
皇
が
一
十
分
な
車
間
距
離
は
、
事
故
防
止
へ
一
撃
を
運
転
し
な
い
と
と
で
す
。
一

撃

次

豊

富

長

会

一

躍

で

て

す

べ

与

さ

宅

一

望

号

。

や

む

を

得

予

運

転

す

る

と

達

、

へ

一

円

ー

官

一

小

ら

す

べ

り

事

実

装

し

て

た

い

一

チ

ェ

ー

ン

を

使

用

レ

メ

ッ

ト

意

喜

朗

ず

る

ほ

か

、

無

一

患
の
点
検
整
備
嘩
一
ヘ
ル
危
険
で
す
。
菜
、
警
の
と
き
毒
薬
絡
し
革
路
で
は
、
文
、
一
理
な
運
転
を
絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
注
一

励
行
亀
有
百
票
見
え
に
く
〈
一
な
る
の
で
道
五
め
の
チ
ェ
ー
ン
を
と
り
つ
け
る
か
一
意
し
ま
し
ょ
う
。

警
護
転
を
す
る
長
庭
、
章
一
路
の
搬
に
欝
り
す
ぎ
る
と
転
落
事
故
笠
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
.

会
議
唆
ぎ
る
さ
っ
、

と
い
う
好
戚
績
を
収
め
る
乙
と
が
で
き
一
業
な
ど
の
事
業
経
営
者
や
医
師
・
弁
護
一
や
さ
し
い
テ
レ
ピ

ま

し

た

。

一

土

な

ど

の

自

由

業

の

人

は

も

ち

ろ

ん

、

一

技

術

教

室

市
民
の
み
な
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
給
与
所
得
者
で
あ
っ
て
も
、
ニ
カ
所
以
一
冬
の
自
動
車
と

。
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
一
上
か
ら
給
与
等
を
受
げ
て
い
る
人
、
ぁ
一
テ
レ
ビ

l
雑
音
防
止

l

車

間

距

離

を

十

分

厚

〈

お

礼

申

し

あ

げ

ま

す

。

一

る

い

は

、

給

与

以

外

に

一

定

額

を

こ

え

一

立

春

を

迎

え

た

と

は

い

え

、

一

胃

に

↑

に

一

今

日

私

差

益

会

議

喜

む

う

相

手

の

か

た

が

詣

し

申

の

と

き

は

一

一

乙

の

き

こ

ろ

を

も

っ

た

尊

い

至

る

所

得

が

あ

る

人

ゃ

、

給

与

の

収

入

金

一

は

寒

い

日

が

続

き

ま

す

。

朝

、

ゆ

え

き

一

響
益
事
審
積
っ
喜
一
色
電
話
は
欠
〈
乙
あ
で
き
な
い
重
一
・
一
一
寄
っ
て
か
け
な
お
し
ま
し
ょ
う
金
は
、
残
ら
ず
愛
媛
県
共
同
募
金
会
へ
一
第
五
百
一
角
を
乙
え
る
人
な
ど
は
、
一
っ
た
エ
ン
ジ
ン
を
暖
め
る
自
動
車
の
音
一

ititil--川
一
曹
貨
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き
る
一

1
2
5
3て
ダ
イ
ヤ
ル
し
一
ダ
イ
ヤ
ル
し
終
つ
玉
事
く
ら
い
一
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
嘆
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
義
富
確
定
喜
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
す
、
乙
と
さ
ら
に
茸
に
つ
く
の
も
、
二
一

号

、

2
3さ
宣

彦

か

り

よ

い

電

話

に

す

予

定

一

て

i
zえ
そ

の

う

え

あ

な

ま

で

呼

盟

国

学

、

書

状

態

が

つ

一

大

洲

電

著

書

一

し

5ず
。
六
洲
市
共
同
募
金
会
贈
与
税
の
申
告
と
納
一
月
号
の
せ
い
で
し
ょ
う
。
一

時
紘
一
事
詩
暗
黙
一
品
一
山
市
山
内
部
品
一
品
川
め
一
昨
立
川
仁
川
む
ら
一
諮
問
軒

並
ζ
の
モ
デ
ル
コ
1
ス

5
2十
確

か

め

て

、

一

ら

く

待

ち

ま

し

ょ

う

。

一

し

よ

う

。

一

一

所

得

税

自

立

高

刊

誌

時

一

時

政

経

一

時

間

一

野
耕
詩
鵠
明
信
号
車
立
民
民
持
耳
時
前
住
門
品
開
せ
立
話
諒
一
性
社
時
間
一
一
一
日
耳
目
阿
部
知
町
長
一
時
ldω
訪日一

言

憲

一

zt申
込
み
と
聞
薦
、
話
「
に
警
、
メ
モ

5
5
4一

」
が
毛
か
ら
十
回
〈
ら
い
(
翌
十
一
手
色
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
要
領
よ
く
す
ま
一
て
、
関
る
い
、
住
み
よ
い
社
会
事
く
一
十
六
日
ま
で
子
、
買
高
年
ま
た
は
前
々
一
パ
ー
ク
で
出
る
号
、
テ
レ
ピ
の
ア
一

余震一

zc舎
を

レ

ハ

一

ル

し

ま

し

ょ

う

。

一

秒

V

は
待
ち
ま
し
ょ
う
。
哀
れ
一
七
時
間
昨
日
る
韓
日
目
的
は
眼
下
一
昨
年
一
高
の
喜
一
税
額
を
計
算
一
年
に
一
手
万
占
え
る
贈
与
を
受
け
一
ン
テ
ナ
や
フ
ィ
ー
ダ
1
町
議
)
に
一

費

量

一

芝

、

襲

警

宝

ア

ノ

コ

ー

ス

a一
ダ

イ

ヤ

ル

は

正

し

一

て

も

知

る

こ

と

が

で

き

ま

せ

ん

。

喜

一

十

一

月

末

を

も

っ

て

と

り

ま

と

め

た

と

τて
、
税
務
署
へ
所
得
税
の
確
定
喜
て
い
る
と
き
は
員
与
税
が
お
り
ま
一
飛
び
こ
ん
で
乙
の
よ
っ
な
妨
害
を
与
え
一

芸
憲
派
一
窓
場
事
、
帰
り
の
指
定
券
な
ど
に
一
く
指
止
め
ま
で
一
色
た
め
、
た
い
せ
つ
な
蓄
を
に
が
一
三
、
百
士
一
万
一
一
千
四
百
一
平
豆
円
一
を
し
て
く
だ
さ
い
。
商
業
・
工
手
農
一
す
。
(
大
洲
税
務
署
)
一
る
の
で
す
。
ラ
ジ
オ
や
F
M放
送
に
も
一

を
し
て
い
た
一
つ
い
て
も
‘
受
験
生
は
、
優
先
的
に
取
一

-

4

一
も
ち
ろ
ん
は
い
り
ま
す
。
一

回

一

一

予

多

や

ペ

シ

輸

な

ど

で

回

主

.

一

一

一

だ

こ

う

と

、

一

り

警

E
Eで
い

ま

す

。

一

一

こ

の

よ

う

な

妨

害

義

意

義

で

一

一
襲
警
撃
事
幹
線
、
審
査
一
憲
法
謀
、
農
の
モ
デ
ル
コ

1
一
り
、
無
理
に

Eし
た

り

し

ま

す

と

、

一

は

雑

音

(

ノ

イ

ズ

)

と

呼

ん

で

い

ま

す

一

一

九

%

一

芦

、

。

一

関

違

い

電

穏

や

故

障

の

も

と

に

な

り

ま

一

一

一
義
元
僚
懇
廓
モ
デ
ル
コ
1
一

委

議

事

を

F
語

え

み

一

一

ア

ン

テ

ナ

霊

祭

ら

離

せ

ば

、

乙

一

-

一

一

す

。

ダ

イ

ヤ

ル

は

指

止

め

ま

で

正

し

く

一

一

一

ス

季

五

長

豪

な

お

襲

撃

(

一

求

、

四

国

費

量

嬰

』

受

付

け

ま

す

一

一

の

壁

面

は

か

な

り

防

げ

ま

す

が

、

根

本

一

一

一

一

，

町

、

、

一

刀

ズ

ム

に

の

せ

て

回

し

ま

し

ょ

う

。

一

一

一

付

げ

を

軍

事

。

一

列

車

の

騒

な

と

く

わ

か

こ

と

一

-

的

に

は

自

動

車

か

ら

雑

音

電

波

高

さ

一

圃

モ

デ

ル

宅

奇

襲

地

区

へ

、

一

は

、

泣

く

の

駅

で

お

?

若

く

だ

さ

い

一

話

中

の

と

き

は

二

・

一

な

い

こ

と

。

エ

ン

ジ

ン

の

雲

系

統

L

A
i
t堅
守

ス

ブ

菱

地

(

伊

予

奇

思

一

三

分

待

っ

て

一

雑

音

防

止

警

入

れ

る

存

で

解

決

し

一

一

一

l
寄
贈
図
書
l

一

ま

す

。

一

ザ
静

3

一
最
近
ま
カ
l
ラ
ジ
オ
の
普
及
で
、
最
一

D
lダ
l
ズ
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

一

一

一

九

六

九

年

一

月

3
十
月
号

晶

通

噌

純

一

初

か

ら

防

止

処

理

を

し

た

車

が

ふ

え

て

一

一
世
界
百
斜
事
典

四

轟

は

い

ま

す

が

、

蓄

の

車

は

ど

つ

で

し

一

第

一

巻

5
第
一
王
ハ
巻

ょ
う
か
。
一
度
確
認
し
て
、
雑
音
防
止
一

噌

羽

目

犠

一

日

本

地

図

・

位

界

地

図

を

含

む

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
始
動
時
間
の
長
く
一

か
か
る
)
買
は
、
そ
れ
だ
け
色
近
所
の
一
愛
媛
県
政
一
九
六
九
年
版

テ
レ
ピ
に
迷
惑
を
か
け
る
時
間
が
長
い
一
も
ぞ
ら
の
言
葉
(
安
岡
章
太
郎
)

の

で

す

か

ら

。

一

情

報

他

社

会

(

林

雄

二

郎

)

N
H
Kだ
よ
り
二
月
号
よ
り
一
不
安
な
演
奏
(
松
本
清
張
)

あ
な
た
を
生
か
す

ヘ

ふ
え
る
ス
リ
ッ
プ
事
故

間

距

離

を

十

分

l乙

電
話
じ
よ
う
ず
が

旧日

大
洲
市
指
定
有
形
文
化
財

紺
紙
金
増
大
般
若
経

所
有
者

巻

大

洲

竜

護

山

首

渓

院

〔
昭
和

ω年
|
月
|
目
指
定
)

音

が

で

な

く

て

も

そ

の

ま

ま

で

農

で
あ
る
こ
と
、
よ
く
わ
か
ら
せ
て
お

ぐ
こ
と
ο
②
動
か
し
た
ら
必
ず
充
の

位
置
に
か
え
し
て
お
く
。
③
日
常
使

う
も
の
は
出
し
入
れ
の
し
や
す
い
所

を
選
ぶ
。
④
な
る
べ
く
重
ね
て
一
債
か

な
い
よ
う
に
す
る
、
震
ね
る
場
合
は

軽
い
も
の
、
小
さ
い
も
の
を
上
に
置

く
。
⑤
収
納
し
て
あ
る
も
の
に
は
、

中
の
も
の
が
わ
か
る
よ
う
に
容
器
に

明
記
す
る
。
⑤
向
エ
闘
を
詞
利
用
し
て
、

収
納
湯
所
を
設
け
る
。
し
ま
う
も
の

の
規
格
に
あ
わ
し
て
た
な
を
つ
ぐ
る

⑦
箱
や
袋
な
ど
に
分
類
す
る
。
③
ひ

事

メ

モ

家
事
労
働
の
能
率
化
は
整
理
か
ら

家
事
労
働
の
合
理
俗
と
い
え
ば
、
①
整
理
す
る
適
当
な
収
納
場
所
が
な

施
設
や
便
利
な
器
具
が
あ
げ
ら
れ
ま
い
、
あ
っ
て
も
使
い
ぐ
あ
い
が
悪
い

す
が
、
そ
れ
ら
の
器
具
や
用
具
、
材
と
か
、
不
用
品
が
多
す
・
き
た
り
家
族

斜
な
ど
の
整
理
に
つ
い
て
案
外
忘
れ
の
協
力
が
足
り
な
い
乙
と
や
、
整
理

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
忙
し
い
生
の
し
か
た
が
へ
た
で
あ
る
、
な
ど
が

活
の
中
で
は
整
理
と
い
う
こ
と
が
仕
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
②
ひ
ま
な
時
に
家

事
量
率
に
大
き
な
役
割
を
も
っ
こ
の
中
の
整
理
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

と
を
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
二
、
整
理
人
つ
い
て
注
意
す
る
こ
と

ょ

う

。

①

干

出

品

の

場

所

に

お

く

、

お

者

湯

所

一
、
家
の
中
が
整
理
で
き
な
い
理
由
の
設
定
は
、
み
ん
な
に
便
利
な
湯
所

妙
な
筆
致
で
書
写
さ
れ
た
見
事
な
も

の
で
、
わ
が
国
写
経
術
の
秘
術
で
あ

る
と
い
わ
れ
、
古
来
墨
書
の
も
の
よ

り
高
く
評
価
せ
ら
れ
、
写
経
中
で
紺

紙
金
字
経
が
最
も
尊
ば
れ
ま
し
た
。

大

般

若

守

護

神

で

あ

る

十

六

善

栴

図

現

在

県

下

に

あ

る

書

跡

と

し

て

は

、

が

金

銀

泥

の

細

い

線

猶

き

で

現

わ

さ

乙

の

写

経

は

最

も

古

い

も

の

の

一

れ

、

窓

文

は

銀

泥

つ

で

、

損

傷

も

な

で
罫
線
を
引
い
て
之
園
、
一
、

:
4
8
~
-
z、，
F
F
Z
Z

く
、
市
と
し
て
大

そ

の

中

に

金

泥

の

県

下

で

最

も

古

I
U
耳

経

変

貴

重

な

文

語

見

事

な

機

書

で

一

で

す

。

行

十

七

字

の

経

文

が

書

か

れ

、

義

末

樵

禅

和

尚

の

奥

書

に

よ

る

と

常

陸

に

は

竜

護

山

十

七

世

樵

禅

和

尚

の

奥

歯

鹿

島

神

社

別

当

根

本

寺

の

宝

物

で

書

が

あ

り

ま

す

。

あ

っ

た

も

の

を

、

明

治

二

年

樵

禅

和

大

般

若

経

は

大

般

若

波

羅

密

多

経

尚

が

入

手

し

、

意

護

山

の

寺

宝

と

し

の

略

称

で

、

仏

教

の

基

本

的

原

理

で

て

現

在

に

至

っ

た

も

の

で

す

。

あ
る
空
(
く
う
)
の
思
想
を
あ
ら
ゆ

る
角
度
か
ら
説
い
た
聖
典
で
、
抽
百
通

六
O
O呑
ち
あ
る
膨
大
な
も
の
で
す

J 戸、竜龍山寺宝の大般若経

よ
う
に
、
備
が
広
い
湯
合
は
中
に
し

き
り
を
つ
け
る
。
⑨
整
理
ノ
1
ト、

ま
た
は
と
び
ら
の
表
や
、
ひ
き
出
し

に
内
容
や
数
量
を
記
し
、
時
を
定
め

て
点
検
す
る
⑩
保
存
す
る
も
の
と
、

捨
て
ゐ
も
の
を
は
っ
き
り
区
分
す
る

「
物
」
の
整
理
を
す
る
こ
と
は
、
同

時
に
「
心
」
の
整
理
を
す
る
こ
と
に

な
り
、
整
理
を
す
る
乙
と
に
よ
り
、

豊
か
で
、
合
理
的
な
家
庭
生
活
が
営

ま
れ
ま
す
。大

洲
農
業
改
良
普
及
所

こ
の
一
巻
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
で

表
題
に
は
「
大
般
若
経
第
一
百
七
十

一
二
」
と
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
で
写
経
が
最
も
盛
ん
で
あ

っ
た
の
は
奈
良
時
代
で
、
官
立
写
経

所
が
設
け
ら
れ
た
り
、
私
設
の
写
経

所
も
で
き
、
平
安
時
代
ま
で
盛
ん
に

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
時
代
か
ら

宋
版
経
が
日
本
に
入
る
よ
う
に
な
っ

て
衰
-
え
ま
し
た
。

乙
の
写
教
は
お
そ
ら
く
平
安
写
経

生
に
よ
っ
て
謹
写
せ
ら
れ
た
も
の
で

し
ょ
う
。
金
銀
泥
で
書
〈
湯
合
は
墨

で
書
く
よ
り
は
叫
術
的
に
数
倍
の
困
難

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
に
矯

こ
の
日
忘
れ
ず
に

所
得
税
1

贈
与
税
の
申
告
は

三
月
+
氏
自
ま
て
に

e

(
市
教
育
委
員
会
)

在沖ι

2
月
2
日
村
上
外
耕
④
2
2
6
2

城
戸
限
斜

H
3
0
0
8

3
月
1
日
岡
部
外
科

H
2
9
7
6

岡
本
耳
鼻
斜
H
3
7
5
2

H
月
8
日
浦
岡
小
児
斜
H
2
0
2
4

鎌
田
産
京
税
M
2
7
5
3

H
月
円
日
祖
母
井
外
斜
W
3
7
5
6

正
岡
眼
斜

H
2
4
2
9

H
月
幻
日
村
上
内
斜

H
2
3
4
6

松
元
産
婦
判
明

H
3
0
6
7

H
月
mm
日
弘
間
内
斜

W
3
3
6
3

沢
井
耳
鼻
斜
H
2
5
1
0

診
療
時
間
午
前
八
時
1
午
後
六
時

l
新
刊
図
書
案
内

l

原
色
日
本
の
美
術

7

仏
国

暮
し
の
図
鑑

3

衣

お
話
の
森
5
・
6
月
(
児
童
文
学
者

H

7

・8
月

(

H

)

9
-
m月
(

W

)

u
-
U月
(

W

)

花
こ
と
ば
全
集
(
柳
原
裕
美
)

県
花
県
木
(
松
田
修
)

新
し
い
大
阪
(
保
育
社
編
集
部
編
)

日
本
と
世
界
の
歴
史
4

(田
中
豊
)

世
界
の
文
名
史
蹟
日
(
林
健
太
郎
)

7
(長
広
敏
雄
)

日
本
農
業
年
鑑
一
九
七
O
年
版

日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
8
(原
回

天
皇
陛
下
御
写
真
集
(
編
纂
会
)

日
本
人
名
辞
典
(
芳
賀
矢
一
一
編

ロ
ピ
ン
H
フ
ッ
ド
の
冒
険
(
中
野
訳

魔

粧

仏

身

(

吉

川

英

治

)

回
舎
教
師
・
縮
図
(
田
山
・
徳
田

戒
律
の
救
い
小
乗
仏
教
(
石
井
米
雄

乙
け
見
分
け
方
(
井
上
浩
)

ハ
イ
ノ
電
気
屋
で
す
(
沢
口
遥
哉
)

福
地
桜
痴
集
日
明
治
文
学
金
集

西
国
年
鑑
一
九
七
O
年
版

風
の
い
た
ず
ら
(
藤
田
美
佐
子
)

情
報
山
他
社
会
(
林
雄
二
郎
)


